
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中1 理科 ポイント 名前

物質 5 気体の集め方といろいろな気体 ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 気体の集め方は3通り

気体の集め方は、その気体の水へのとけやすさと空気と比べた重さ

(密度)で決める。

水にとけにくい気体は水上置換法で集める。空気中に出さずに集め

られ、集まった量も見やすい。

● 水にとけやすい気体のうち、空気より重いものは下方置換法、空気より軽い

ものは上方置換法で集める。

気体

気体は下に

気体は上に

水上置換法
水にとけにくい気体

下方置換法
水にとけやすく空気より重い

上方置換法
水にとけやすく空気より軽い

まとめ 水素の発生と性質

水素は、亜鉛などの金属にうすい塩酸を加えると発生する。

無色・無臭で、物質の中でもっとも密度が小さい(軽い)。水にとけにくいので水上置換法で集める。マッチの火を

近づけるとポンと音を立てて燃え、水ができる。

まとめ アンモニアの発生と性質

アンモニアは、塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱す

ると発生する。

刺激臭があり、空気より軽く、水に非常にとけやすいので上方置換法

で集める。水溶液はアルカリ性で、赤色リトマス紙を青色に変える。

● アンモニアの噴水実験: アンモニアを満たした丸底フラスコに少量の水を入れる

と、気体が急にとけて内部の圧力が下がり、フェノールフタレイン液を加えた水が

勢いよく吹き上がる。

気体 密度(空気を1としたとき)

水素 0.07

アンモニア 0.60

酸素 1.11

二酸化炭素 1.53

例題 どの集め方を選ぶか

● 二酸化炭素は水に少しとけるが、水上置換法でも下方置換法でも集められる。空気より重いので下方置換法が多く使われる。

● 塩化水素も水に非常にとけやすく空気より重いので、下方置換法で集める。

● アンモニアは水に非常にとけやすいので、水上置換法では集められない。水素は空気より軽いが、水にとけにくいので水上置換法

で集める(とけにくさを優先する)。

(1) 水にとけにくい気体を集めるときの方法は何か。

水上置換法

(2) 水によくとけ、空気より軽い気体を集めるときの

方法は何か。

上方置換法
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